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Vol.3追加事例

バイオマスボイラー及びLED照明の導入等
による省工ネ

-E宣理E涯ヨ・・
-環境負荷の削減を図るため、平成23年度に木質バイオマ
スボイラー1台を導入。
・木質バイオマスボイラーの導入にあたっては、平成21年
度地域環境保全対策費補問金(チャレンジ25地域づくり
事業) (環境省〉を活用。

・燃料の木質パイオマスは、地域資源である沼川流木や公園

の男定枝 (5月"'10月)、建設廃材(通年)を使用。
・木質バイオマスボイラーの運転開始にあわぜて、これまで
稼働していだA重油ボイラー12台のうち4台を停止した
ことで、エネルギー使用量を大幅に削減。

-このほか、工場内の照明を、平成22年度以降、 111頁次LE
D照明に切替えを行っているほか、蒸気配管系の修繕・補
修等により蒸気ドレン水の回収量を増やすなどの運用改善

を行っている。

-木質バイオマスボイラーの事入

木質バイオマスボイラーの蒸気供給能力は6t/hで、不足
する蒸気は既設のA重油ボイラーで賄っている。
バイオマスボイラーの導入により、平成23"'25年度の3
年間で約8.500附の重油使用量を削減するとともに、約8.
OOOtのCO2排出量を削減。

【事業費総額約 48.4∞万円】

取組前 1α149 

取組後 8日369

削減率 巨宣
※平成21年4月~平成22年3月と平成26年4月~
平成27年3月までの比較。
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企工場外観

....木質パイオマスボイラー棟

企木質チップ
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-平成26年度lこCO2削減ポテン
シャル診断(環境省〉を受診。そ

の際、重油から天然ガスへの転換
提案を受け、平成27年度にLN
G転換を計画。
-工揚敷地内に、貯蔵能力62. 1 
OOkgのLNGタンクを建設。
・重油からLNGへの転換によって、
年間約3.000 tのCO2削減刻
果を見込む。

・同時に天然ガスボイラーを導入し、

重油レス工場を目指す。

....LNGタンク




